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　北海道道東地方において 1963 年から定期的に重力測量を実施してきたので，その結果を報

告する。図 1 は 1963 年から 1976 年までの根室，網走，釧路間の各重力値の差をプロットし

たものである。測定結果はラコスト重力計による一等重力測量及び二等重力測量の混合であっ

て，測定精度は 10 ～ 50 μgal までの範囲にあり各々同一ではない。1973 年の根室半島沖地震

の前後で各点間の重力差にかなりの変動がみられるが，1973 年の観測は二等重力測量の結果

であり，また測定中にテアがあって信頼性が低いこと等から，この変動が有意かどうか疑しい

面をもっている。しかし 1972 年と 1978 年の比較的信頼性の高い一等重力測量の結果では，

網走及び釧路に対して根室で若干の重力値の減少がみられる。
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図 1　北海道道東地方の重力測量結果
Fig. 1　Results of gravity survey in the eastern part of Hokkaido.
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